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そもそもなぜ、志望校を決める必要があるのでしょう

か。 例えば、「志望校という具体的なゴールがないと、

それに向かって頑張ることができないから。」というのは

志望校を決める理由としては想像しやすいと思います。   

確かに、受験という長期的な闘いにおいてその目標が

明確でない場合、モチベーションの維持ができなくなる

可能性はあります。中には、「明確な志望大学が無くて

も、とりあえずいろいろな大学に受かるほどの実力をつ

けておいて、直前期に受ける大学を選べば良い。そのほ

うが志望校を１つに絞り込むよりも可能性が広がるはず

だ」と考える人もいるかもしれません。ここで具体的な

例を挙げてみましょう。東京大学と東京工業大学は偏差

値で比較すると大差はないですが、受験制度や出題内容

とその傾向などに決定的な違いがあります。 

東京大学の選抜方法としては、大学入学共通テストの

成績（900点を 110点に換算）と第２次学力試験の成績

（440点）の総合点及び調査書の内容となります。ま

た、第２次学力試験においては、理系でも国語があった

り、英語で英作文やリスニングが課されたりするという

特徴があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、東京工業大学では、大学共通テストの成績につ

いては第１段階選抜にのみ使用されます。第１段階選抜

に合格した者に対して、第２段階選抜として個別学力検

査が実施され、個別学力検査の成績及び調査書の内容を

総合して合格者を決定します。また、個別学力検査の特

徴としては、数学と理科（物理・化学）が英語の倍の配

点となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図表は令和３年度入試募集要項から引用。第２次学力

試験と個別学力検査は、両方とも個別学力試験の前期日

程のことである。〕 

 

これまでの説明から、大学に合格するための力は学力

だけではないということが分かってもらえたでしょう

か。志望校に合わせた対策を立てるということがとても

重要になってきます。各大学の偏差値は合格の難易度を

表す一つの指標となりますが、絶対的なものではありま

せん。また、入試の制度上、国公立大学の前期試験は１

校しか受験できません。志望校を決定する重要性とは

「志望校に合わせた対策を立てること」であり、「目標→

対策」という流れを自分自身でしっかりと作ることが大

切なのです。 



 

 大学には、日本全国のみならず世界各国から様々な学

生が集まっていて、自分がそれまで持っていなかった価

値観や能力を持つ人との出会いの中で、多くの刺激を受

けます。たった一人との出会いや一つの講義によって、

自分のその後の人生が変わるということも珍しくはあり

ません。「将来の夢」を持つことも大切ですが、それ以上

に自分自身の「憧れ」を意識して志望校を決めてみてく

ださい。もし憧れる大学がないという場合は、可能な範

囲で大学のオープンキャンパスに参加してみましょう。

最近はオンラインによる大学説明会も増えてきました。

まずはインターネットを活用して様々な大学について調

べ、ここだ！と思った大学に足を運んでみたり、対面式

のオープンキャンパスに参加するのも一つの手段です。 

 

 

 

 憧れをもとに志望校を決めたときに、「自分には難しす

ぎて本当にいけるのか」と懐疑的になる人や、「周りの目

が気になってしまう」という人もいるかもしれません。

しかしその必要はありません。 

 特に 1年生や２年生のみなさんは、志望校選びに現時

点での実力を考慮して志望校を諦める必要は全くありま

せん。自分が本当に行きたいと思う大学があるのであれ

ば、その志望校を「揺るぎない志望校」として目標にし

ましょう。 

もし今の自分のままで難しいと思うのであれば、まず

は行動を変えていきましょう。例えば、朝起きる時間を

少し早くする、スマートホンを触る時間を減らすなど、

学習時間を少しずつ増やす工夫をすればいいのです。平

日の家庭学習の時間が３時間であれば、まずは３０分増

やす努力や改善を行う。その＋３０分を当たり前にして

いき「習慣化」することができたらさらに＋１５分を当

たり前にしていき「習慣化」していく。これを繰り返し

実践してみましょう。ここで注意して欲しいことが一つ

あります。学習時間の確保はあくまで「手段」の一つと

して重要なことであり、「目的」ではありません。「目

的」は自身の学力を向上させ、自分自身でできることを

増やしていくということです。そのために必要な手段が

「学習時間の確保」となります。 

 

 人は自分自身で考え、行動し、習慣化することで、少

しずつ確実に、時には急激に成長できます。現時点での

身の丈に合わせた目標であれば「安心感」は得られます

が、今はそれよりも、ワクワクできる高い目標を設定

し、「自分の身の丈を、高い目標に届くまで成長させる」

ことに力を注いでいきましょう。 

試行錯誤を繰り返し、時には悩み・苦しんだ末に、目

標を自分自身の力で手に入れた時の達成感は、皆さんの

これからの人生においての自信となり、糧となることで

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 正しい進路選択と進路志望達成に向けて、学びみらい

PASSの結果を踏まえて職業選択・進路選択について考え

る機会としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２８日（月）～７月１日（木）に実施されます。

定期考査はこれまで学習した内容が定着しているかを確

認する絶好の機会となります。授業で学んだ［知識・技

能］の確認とそれに基づく基本的な思考力・判断力があ

るかどうかをみます【習得レベル】。さらに、授業で学ん

だ［知識・技能］を複合的に組み合わせ、因果関係など

を［思考・判断］し、それを的確に表現する発展的な力

をみます【活用レベル】。各自で計画的に学習に取り組ん

で頑張りましょう。 


